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The brain damage caused by disease of the brain and brain injury is a serious injury life-threatening. In addition, 
life is even survived finally, a variety of disability may remain.  Therefore, rehabilitation is a very important 
treatment recovery period to improve a little the quality of later life. However, rehabilitation is a big burden to both 
the caregiver and patient. So we have developed a walking assistance instrument of training as for rehabilitation of 
the lower limbs, paralyzed in the brain after injury, using a treadmill instrument. Therefore, we have to reduce the 
burden of caregivers. In addition, including the ability to massage the part paralyzed during training of patients by 
caregivers, high functionality of the rehabilitation efforts were made.  
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1 はじめに 
脳外傷や脳の病気などによる脳損傷は，命に係わる
重大な損傷であるとともに，ようやく命が助かっても，
さまざまな後遺障害が残ってしまう．また，脳血管障
害等による脳損傷の場合は，再発の可能性が非常に高
い点も問題となってくる．このため，後遺症を軽減し
て，その後の生活の質を少しでも向上させるためにリ
ハビリテーションは回復期の大変重要な治療となって
いる．近年，脳損傷後の機能回復に脳の可塑性が重要
な役割を果たすことが知られるようになった．共同運
動の分離や連合反応抑制による随意性の向上と可塑性
との関連は未だ明らかではないが，両者に何らかの関
連性があると仮定すると，随意性を高めるための運動
療法を集中的に行うことで，さらに高い機能的回復を
期待できる． 
本稿では，鹿児島大学病院霧島リハビリテーション
センターで実施されている集中運動療法の介助器具を
開発・製作したので報告する． 
 
2 集中運動療法の実施と安全への課題 
脳損傷後の片麻痺側下肢への集中運動療法として， 
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トレッドミル装置を用いた歩行訓練がある．トレッド
ミル装置とは，中央にゴム製の歩行用ベルトを持ち，
このベルトが利用者の前方から後方へ任意の速度で移
動する仕様となっている．さらに，本研究開発の対象
としたトレッドミル装置は，リハビリテーションの成
果を数値として評価するために，歩行場所にセンサを
設置して歩行の間隔やペースなどを記録できる仕様と
なっている．このトレッドミル装置を用いた歩行訓練
の様子を図 1に示す．患者は，トレッドミル装置の中
央付近に立ち，ベルトの移動速度に合わせて一定時間
歩行する．また，歩行と同時に左右の歩行ペース及び
強度を記録して，機能回復の程度を評価する．この評
価に合わせて運動療法の負荷を高める． 
健常者の場合は，ほとんどリスクのない状態でこれ
らの訓練を実施できるが，片麻痺側下肢患者の場合は
患者の安全確保のためにどうしても介助が必要となる．
この時，介助者が患者と一緒に患者を支えながら歩行
訓練を行うと，介助者の分測定に誤差が生じてしまう．
また，介助者がトレッドミルに乗らずに介助しようと
すると，側面からの不安定な形での介助となってしま
い，安全性の確保が難しくなるとともに，介助者への
負担も大きくなってしまう． 
これらの課題から，患者の訓練の妨げとならず，介
助者の負担を軽減するための「介助用の足場」の開発・
製作を行った．また，トレッドミル利用時に患者が前
方に転倒してしまった場合でも怪我をしないようにト
レッドミル前方に設置する「パイプ手すり」の開発・
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製作を行った．  
 
 
図 1 トレッドミル歩行訓練 
 
3 介助器具の開発 
3.1 介助用の足場の開発 
介助用の足場は，1100×600×180 mm（幅×奥行×高
さ）の寸法とした．これは，歩行ベルトより 10 mm 程
度高い位置で，かつ患者の介助をしやすいように内側
にオフセットしていて，さらに歩行の妨げとならない
位置に介助者用の台を設置できるように設計したため
である．図 2は，その設計図面である．天板は，人の
重量でたわむと，天板がトレッドミル台に接触してし
まい，訓練の妨げとなってしまう．このため，100 kg
以上の人が乗っても変形しない仕様とした．また，患
者の左右から介助できるように，足場は 2台製作した． 
 
3.2 パイプ手すりの製作 
トレッドミル台には，患者の転倒防止のため，転倒
時に患者の体を支える釣り金具と左右に手すりを設け
ている．しかし，患者によっては介助を必要とするた
め，手すりを取り外す必要が生じる．この時，左右へ
の転倒は介助者が支えることができるが，前方への転
倒は，それに遅れが生じてしまう．また，付属の手す
り設置用のパイプが残っているため，転倒により頭部
への重大な衝撃が加わってしまう虞もある．このこと
から，患者より前方に患者と介助者の妨げにならない
位置に手すりを設置できるように設計・製作した．  
 
図 2 介助用足場の設計図面 
 
 
図 3 介助器具設置の様子 
 
4 開発機器の評価 
図 3に介助器具を設置した様子を示す．介助用の足
場を利用することで，従来と比べて 240 mm 介助者が患
者に近づいて介助できるようになり，歩行訓練中に下
肢へのマッサージが可能となった．このことは，患者
の重心動揺の減少，重心移動の円滑化，歩幅や歩隔の
拡大など患者への回復期の治療効果にも期待ができる
ため，リハビリテーションの高機能化へも繋がった．
開発・製作したパイプ手すりは，万が一の際に患者が
手すりで怪我をしないように柔らかな部材で覆った．
このことで，訓練中の安心感が増したとの評価を得た．  
 
5 おわりに 
本研究により開発された介助器具は，鹿児島大学病
院霧島リハビリテーションセンターで継続して利用中
である．リハビリテーションの高機能化により患者の
社会生活への復帰がスムースになることを期待する． 
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